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令
和
６
年
南
種
子
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
が
、
１
月
３
日
（
水
）

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
46
人
（
宇
宙
留
学
生
12
人
を

含
む
）
で
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
晴
れ

着
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
参
加
者
が
、
一
人
ず
つ
名
前

を
呼
ば
れ
て
入
場
し
、
会
場
か
ら

は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
祝
辞
や
二
十
歳
の

抱
負
な
ど
が
あ
り
、
二
十
歳
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
は
、
二
十
歳
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
「
20

年
の
あ
ゆ
み
」
が
上
映
さ
れ
、
参

加
者
は
、
20
年
間
の
思
い
出
を
仲

間
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う

な
盛
大
な
式
典
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

先
ほ
ど
よ
り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
小
園
町
長
・
塩
釜
議
長
を
は

じ
め
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
に
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
者

を
代
表
し
て
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

こ
の
20
年
間
、
私
た
ち
は
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

ら
も
共
に
歩
ん
で
き
た
友
人
、
様
々
な
面

で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
両
親
・
家
族
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
父
の
会
社
で

あ
る
中
島
建
築
に
入
り
、
こ
の
南
種
子
町

で
大
工
を
し
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
の

夢
で
あ
っ
た
大
工
を
始
め
て
、
も
う
二
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
本
当
に
き
つ
く
て
大
変
な
二
年
間

で
し
た
。
い
ま
だ
に
、
慣
れ
な
い
仕
事
も

多
く
、
失
敗
し
て
は
怒
ら
れ
、
悩
み
続
け

て
い
る
日
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
家
つ
く
り

は
二
回
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
基
礎
か
ら

始
ま
り
、
建
て
方
や
瓦
、
外
装
、
内
装
ま

で
全
て
の
段
取
り
を
効
率
よ
く
す
る
こ
と

の
難
し
さ
や
、施
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
だ
っ
た
り
、
取
引
先
や

他
の
業
者
の
方
と
連
携
し
て
作
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
だ
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
足
り
な
い
所
ば
か
り
で
す

が
、
今
以
上
に
多
く
の
知
識
や
経
験
を
積

ん
で
、
父
の
よ
う
な
大
工
を
目
指
し
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
46
人
も
、
二
十

歳
を
迎
え
、す
で
に
就
職
し
、社
会
で
日
々

成
長
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
仲
間
も
い
れ

ば
、
進
学
し
、
学
業
に
励
ん
で
い
る
仲
間

も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
は
違
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
は
み
ん
な
が
社
会
の
一
員

と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
多

く
の
責
任
を
持
ち
、
覚
悟
を
決
め
て
行
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
先
、
懸
命
に
世
の
中
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
中
で
、
厳
し
い
現
実
が
立

ち
ふ
さ
が
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
い
つ
も
支
え
て

く
れ
る
家
族
や
、
仲
間
と
の
絆
が
あ
る
こ

と
を
心
に
留
め
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
こ
の
南
種
子
町
で
育
っ
た
大
人
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、歩
ん
で
行
き
ま
す
。 

　

終
わ
り
に
、
第
二
の
人
生
へ
と
踏
み
出

す
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
全
て
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
一
歩
ず
つ
で
も
、
そ
れ
で
も

確
実
に
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

誓
い
、
二
十
歳
の
抱
負
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

二
十
歳
の
抱
負 

実
行
委
員
長
　 

中
島
　
諒
男
さ
ん

令
和
令
和
６６
年年  

南
種
子
町

南
種
子
町  

    
二
十
歳
の
つ
ど
い

二
十
歳
の
つ
ど
い

参加された宇宙留学生の皆さま参加された宇宙留学生の皆さま 抱負を述べる実行委員長抱負を述べる実行委員長

二十歳を迎えられた皆さま二十歳を迎えられた皆さま 実行委員の皆さま実行委員の皆さま
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【消防庁長官表彰】
■永年勤続功労章
副団長　牛野　進一郎（本部）

【日本消防協会会長表彰】
■精績章
副団長　河野　文夫　（本部）
■勤続章（勤続 30 年）
消防司令　茅切　正次　（分遣所）
消防司令補　濱瀨　勝之　（分遣所）
消防司令補　井伊　陽一郎（分遣所）
元消防司令補　原　明博　　（分遣所）

【県消防協会会長表彰】
■功績章（勤続 20 年）
部　長　濱田　義文　（西之）
班　長　河　　和也　（島間）
班　長　亀田　慶秀　（長谷）
消防士長　松田　英之　（分遣所）
消防士長　浦邊　健　　（分遣所）
■精績章（勤続 15 年）
部　長　河野　良平　（中央）
部　長　立石　貴洋　（中央）
団　員　小山　孝博　（島間）
団　員　砂坂　則昭　（西之）
消防士長　坂口　裕也　（分遣所）

【県知事表彰】
■勤続章（勤続 40 年）
団　長　中畠　一三　（本部）

■勤続章（勤続 10 年）
班　長　夏田　洋平　（下中）
団　員　古市　進也　（下中）
団　員　岡田　匡貴　（中央）
団　員　濱田　芳浩　（西之）

【支部長表彰】
■功績章（勤続 15 年）
分団長　河野　良平　（中央）
班　長　河野　正章　（中央）
班　長　三山　二美　（西之）
団　員　小山　孝博　（島間）
団　員　砂坂　則昭　（西之）
団　員　小田　友洋　（西之）
団　員　髙橋　幸一　（西之）
団　員　日髙　康博　（西之）
消防士長　坂口　裕也　（分遣所）
■功労章
班　長　羽生　光伸　（中央）
班　長　片板　勇樹　（茎永）
団　員　古市　孝司　（島間）
団　員　日髙　大輔　（島間）
■感謝状
元分団長　園田　孝義　（中央）
元分団長　野首　久教　（島間）
元分団長　浦門　秀明　（茎永）
元分団長　古一　功　　（長谷）
元副分団長　古市　隆次　（中央）

【町長表彰】
■功績章（勤続 10 年）
団　員　　濱　忠樹　（西海）
団　員　日髙　辰徳　（西海）
団　員　西園　健太　（西海）
■勤続章（勤続８年）
団　員　福田　太一　（平山）
団　員　柳田　宝生　（島間）
団　員　松原　洋樹　（茎永）
団　員　岩坪　鉄平　（下中）
団　員　浮田　智徳　（島間）
■功労章（勤続５年）
団　員　日髙　裕幸　（中央）
団　員　片板　祐太　（茎永）
団　員　山口　政哉　（中央）
団　員　日髙　明洋　（中央）
団　員　園田　和孝　（茎永）
■感謝状
元分団長　園田　孝義　（中央）
元分団長　野首　久教　（島間）
元分団長　浦門　秀明　（茎永）
元分団長　古一　功　　（長谷）
元副分団長　古市　隆次　（中央）
※敬称略
※（ ）は分団名などになります。
※表彰基準日により階級が異なります。

各　種　表　彰

令
和
令
和
６６
年年

　
　
消
防
出
初
式

　
　
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
（
土
）、
新
春
の
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
市
中
パ
レ
ー
ド
は
行
わ
れ

ず
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

式
し
た
出
初
式
は
、
中
畠
一
三
団
長
の
先
導

で
観
閲
が
行
わ
れ
た
後
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

と
団
員
に
よ
る
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

し
、
消
防
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

幼年消防クラブによる綱引き幼年消防クラブによる綱引き

観閲の様子観閲の様子

消防功労者表彰消防功労者表彰
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Town Topics
　

２
月
16
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日

（
金
）
ま
で
、
申
告
お
よ
び
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
申
告

に
基
づ
き
町
が
税
額
を
計
算
し
て
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な
り
ま

す
。正
し
い
課
税
を
行
う
た
め
に
は
、

納
税
者
が
正
し
い
内
容
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
を
怠
る
と
、
適
用
さ
れ
る
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ず
税
額
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

●
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、
南
種

　
子
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
居
住
し

　
て
い
る
方
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
。

◆
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

　
前
年
の
所
得
が
給
与
の
み
・
公
的

年
金
の
み
で
年
末
調
整
済
の
方
。

※
２
カ
所
以
上
か
ら
受
給
し
て
い
る

方
や
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を
行
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
、
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
税
務
署
所
得
税
確
定
申
告
受
付

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
金
）

※
税
務
署
に
よ
る
申
告
書
受
付
お
よ

び
記
載
相
談
会
場
は
、
種
子
島
税
務

署
（
西
之
表
市
）
の
み
で
す
。

◆
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
方

　
指
定
さ
れ
た
申
告
日
に
申
告
で
き

な
い
方
は
、
日
程
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

●
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
は
が
き

（
税
務
署
か
ら
送
付
の
あ
っ
た
方
の
み
）

●
電
子
申
告
・
納
税
な
ど
に
係
る

利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
通
知
書

（
申
請
を
し
た
方
の
み
）

●
令
和
５
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
や
地
震
保
険
料
お
よ
び
損
害

保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明
書

●
令
和
５
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
や
小
規
模
企
業
共
済
掛

金
な
ど
の
納
付
証
明
書

●
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
年
金

所
得
の
あ
る
方
の
み
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁
業

な
ど
）
が
あ
る
方
は
各
事
業
の
収

支
内
訳
書

◆
納
税
相
談

　
令
和
６
年
度
の
町
税
な
ど
の
納
税

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
納
税
方
法

（
窓
口
納
税
・
口
座
振
替
納
税
）
を
、

申
告
日
に
税
務
課
職
員
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り
、
窓
口

や
口
座
振
替
で
の
納
税
が
で
き
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
ま
で
の
税
に
未
納
が

あ
る
方
は
、
申
告
日
ま
で
に
必
ず
納

税
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
ま
で
に
完
納
で
き
な
い
方
は
、

納
税
計
画
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
町
で
は
滞
納
処
分
を
強
化
中

で
、
延
滞
金
の
徴
収
も
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
申
告
書
な
ど
に
係
る
番
号

法
上
の
取
扱
い

　
平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
申
告
書
へ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
税
務
課
職
員
が
一
時
的
に
特

定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
に
同
意

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同

意
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
告
者
ご
本

人
が
直
接
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

申
告
と
納
税
相
談

 
２
月
16
日
（
金
）
～

３
月
15
日
（
金
）

◆
申
告
お
よ
び
納
税
相
談
内
容

①
令
和
５
年
分

 

・
所
得
税

②
令
和
６
年
度

 

・
町
県
民
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
介
護
保
険
料

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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行政トピックス
民
票
の
写
し
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

●
役
場
税
務
課　
町
税
課
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
３・３
３
４
）

●
種
子
島
税
務
署　
☎
㉒
０
４
４
０

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　
申
告
の
際
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
と

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
た
な
く
て
も
、
次
に
該
当
す
る
方

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
役

場
で
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

●
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介
護

　
を
要
す
る
方
。

●
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

　
年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
町
長
の

　
認
定
を
受
け
た
方
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
３
）

令和６年度　町県民税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料　申告日程

月日 曜日 時間 場所 対象地域

２月

16 日 金 午前 9 時 ～ 午後 4 時 下中地区公民館 下中地区全域

19 日 月 午前 9 時 ～ 午後 4 時 茎永地区公民館 午前：上里・新上里・菅原・雨田・仲之町・
中部／午後：宇都浦・松原・阿多惜経・竹崎

20 日 火 午前 9 時 ～ 午後 4 時 平山地区公民館 午前：浜田・仲之町
午後：西之町・広田　　　

21 日 水 午前 9 時 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 田尾・仲之町
22 日 木 午前 9 時 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 向方・大久保・小平山
23 日 金 天　皇　誕　生　日
26 日 月 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西海地区公民館 西海地区全域

27 日 火 午前 9 時 ～ 午後 4 時 長谷地区公民館 午前：新長谷・赤石・第一長谷
午後：長谷野・有尾・摺久保

28 日 水 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 本村・田代・平野・崎原・下西目

29 日 木 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 前之原・小田・野尻・木原・砂坂・
官造牧・野大野・上瀬田

３月

1 日 金 申　告　休　み
4 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 大宇都・上之平
5 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 本町・共栄・上野・仲西・西之町
6 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 焼野・山崎・新栄町・河内

令和５年分　所得税確定申告日程
月日 曜日 時間 場所 対象地域

３月

7 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 平山・茎永・下中地区全域
8 日 金 申　告　休　み
11 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 島間・長谷地区全域
12 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 西之・西海地区全域
13 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
14 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
15 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 確定申告最終日

※中央公民館第一会議室は、旧南種子高校校舎で、南種子町立図書館隣の会議室になります。
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Town Topics
◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　

３
月
５
日
（
火
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　

下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

　

作
文
試
験

　
面
接
試
験
（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　

３
月
21
日
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　

２
月
13
日
（
火
）
か
ら

　
２
月
21
日
（
水
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
役
場
で
直
接
受

領
す
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

合
格
者
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
採
用
さ
れ
ま
す
。（
原
則
、
採
用
後

１
ヵ
月
間
は
条
件
付
き
採
用
期
間
）

　

な
お
、
受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、

ま
た
は
申
込
書
の
記
載
事
項
が
正
し

く
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
合

格
を
取
り
消
し
ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　

採
用
後
は
南
種
子
町
に
居
住

◆
休
暇

　

年
次
有
給
休
暇
、

　
特
別
休
暇
（
夏
季
休
暇
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
に
つ
い
て

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等（令和 5 年度時点）

職務内容 初任給 上限

一般事務
特になし

若干名 162,100 円 181,800 円
一般的な行政の補助事務

保育士
（あおぞら保育園）

保育士の資格を有する者
１名 170,900 円 219,600 円

保育の専門的な業務

栄養士
（あおぞら保育園）

栄養士の資格を有する者
１名 162,100 円 202,400 円保育園の献立作成や食材の発注、栄養素の計算、給食

調理などの業務

調理員
（あおぞら保育園）

特になし
１名 162,100 円 181,800 円

保育園における給食調理などの業務

文化施設管理員
※ 1

学芸員の資格を有する者
１名 162,100 円 211,900 円

文化施設の管理、事業運営などの業務

文化施設管理員補助
※ 1

特になし
１名 162,100 円 181,800 円

文化施設の管理、事業運営などの補助業務

運転手
（給食センター）

準中型自動車運転免許以上を有する者（5t限定を除く。）
１名 162,100 円 196,200 円

車両運行業務、車両、施設管理などの業務

●任用時は初任給額となります。ただし、学歴や前職などの経験年数により給料額が上限額まで加算される場合があります。
●諸手当（通勤手当、期末手当、勤勉手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支給されます。
※ 1 については、普通自動車運転免許を有している者とします。
●文化施設とは、郷土館・広田遺跡ミュージアムなどです。

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
採
用
試
験
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日　程 対　　象　　地　　区　　と　　受　　付　　時　　間

２/20

（火）

午

前
長　谷

9：00 ～ 10：00
新長谷・赤石・
第一長谷・長谷野・
摺久保・有尾

島　間
10：30 ～ 11：30

田尾・仲之町・
向方・大久保・
小平山（長谷地区公民館） （島間地区公民館）

午

後
西　海

13：30 ～ 14：30 下立石・上立石大川・牛野
西　之

15：00 ～ 16：00
田代・本村・崎原・平野・
下西目・官造牧・上瀬田
小田・前之原・木原・
野尻・砂坂・野大野（西海地区公民館） （西之地区公民館）

２/21
（水）

午

前
平　山

9：00 ～ 10：00 浜田・仲之町・西之町・広田
茎　永

10：00 ～ 11：30
上里・新上里・雨田・
菅原・中部・仲之町・
宇都浦・松原・阿多
惜経・竹崎（平山地区公民館） （茎永地区公民館）

午

後
下　中

13：30 ～ 14：30 夏田・郡原・里・山神・真所
上　中

15：00 ～ 16：00
大宇都・本町・上之平・
新栄町・河内・上野・
共栄・焼野・山崎・
仲西・西之町（下中地区公民館） （中央公民館第一会議室）

２/22
（木）

午

後
中央公民館
第一会議室 16：30 ～ 18：30 全校区 2 月 20 日～ 21 日の各校区受付会場に来られない

全ての水田農家

2/23
（金）

午

前
中央公民館
第一会議室 7：30 ～ 9：00 全校区 2 月 20 日～ 21 日の各校区受付会場に来られない

全ての水田農家

※自己保全管理のみの所有者については、変更がなければ総合農政課・水田対策係へ「電話連絡」での
　報告で受付可能です。

令和６年度　水田作付計画書受付日程表

　

令
和
６
年
度
の
「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
に
係
る
水
田
作
付
計
画
書

（
水
田
営
農
計
画
書
）
の
受
付
を
、
下

記
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
対

象
農
家
の
方
々
に
は
後
日
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た

農
家
の
方
で
、
水
田
経
営
を
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
受
付
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
お
、「
経
営
所
得
安
定
対

策
」
に
伴
う
各
種
交
付
金
の
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
受
付
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
付
金
の
申

請
を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
も
水
田
を
所
有
し
て
い
る
方
は
水

田
台
帳
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
付
を
し
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
水
田
対
策
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る

「
水
田
作
付
計
画
書
」
の
受
付

に
つ
い
て

水
田
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

　

物
価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対
策
と
し
て
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
低
所
得
世
帯
（
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
）
に
対
し
て
、臨
時
的
な
給
付
金
（
７
万

円
／
１
世
帯
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
３
万
円
）
を

支
給
し
た
世
帯
へ
は
、
12
月
中
旬
に
支
給
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
お
り
、
12
月
28
日
に
指
定
口
座

へ
振
込
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
世
帯

で
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
の
世
帯
情
報
に
お
い

て
、
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

世
帯
に
は
確
認
書
を
１
月
中
旬
以
降
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。
同
封
の
記
入
例
を
確
認
の
う
え
、
確
認

書
や
必
要
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
12
月
１
日
以
降
に
修
正
申

告
な
ど
で
住
民
税
非
課
税
に
な
っ
た
世
帯
は
、

申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
確
認
書
等
の
提
出
期
限

　
２
月
29
日
（
木
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
４
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
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南種子町職員給与等の状況

（1）令和 4 年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本台帳人口
（R5.3.31 現在）

歳出計
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
5,220 人 6,243,661 千円 49,288 千円 1,053,615 千円 16.9 ％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

（2）令和 4 年度　職員給与費の状況（普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

94 人 353,360 千円 49,513 千円 139,942 千円 542,815 千円 5,775 千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（令和 5 年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南種子町 323,000 円 42.9 歳 －　　円 －　歳
国 322,487 円 42.4 歳 286,942 円 51.2 歳

（4）職員の初任給の状況（令和 5 年 4 月 1 日現在）

区分
南種子町 国

決定初任給 採用２年経過日
給料額 決定初任給 採用２年経過日

給料額

一般行政職 大学卒 185,200 円 196,900 円 185,200 円 196,900 円
高校卒 154,600 円 162,900 円 154,600 円 162,900 円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 5 年 4 月 1 日現在）
経験年数 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年

一般行政職 大学卒 － － 258,200 円 － 356,700 円 363,900 円
高校卒 190,200 円 196,900 円 244,900 円 272,900 円 331,400 円 359,800 円

技能労務職 高校卒 － － － － － －
中学卒 － － － － － －

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（6）級別職員数の状況（令和５年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補
技師補

主事
技師 主査

課長補佐
係長
主任

課長
参事

課長補佐
主幹

課長
事務局長

参事

特に困難
な業務を
所掌する
課長　　

職員数 12 人 2 人 19 人 34 人 5 人 12 人 0 人 84 人
構成比 14.3％ 2.4％ 22.6％ 40.5％ 6.0％ 14.3％ 0.0％ 100 ％

（注）1．南種子町職員の給与に関する条例に基づく給料の級区分による一般行政職の職員数です。
  　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

町職員給与等の状況について公表します。
【下記の数値は令和 5 年度地方公務員給与実態調査および令和 4 年度地方財政状況調査に基づく数
値です。】
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（7）職員手当の状況

期
末
勤
勉
手
当

令和 4 年度
支給割合

期末手当 勤勉手当
一般職 管理職 一般職 管理職

  6 月期 1.200 月分 1.000 月分 1.000 月分 1.200 月分
12 月期 1.250 月分 1.050 月分 1.050 月分 1.250 月分

計 2.450 月分 2.050 月分 2.050 月分 2.450 月分
（注）職務の級により加算措置があります。

時 間 外
勤務手当

令和 3 年度
普通会計決算

支給総額 14,962 千円
職員一人当たり支給額 159 千円

令和 4 年度
普通会計決算

支給総額 17,478 千円
職員一人当たり支給額 159 千円

住
宅
手
当

賃借
住宅

月額 16,000 円を超える
家賃を支払っている職員

　　     ～ 16,000 円 0 円

16,001 円～ 27,000 円 （家賃－ 16,000）円

27,001 円～ 61,000 円｛（家賃－ 27,000 円）× 1/2｝
＋ 11,000 円

61,001 円～ 28,000 円

（8）特別職の報酬等状況（令和 5 年４月１日現在）
区分 給料月額 期末手当

給料
町長 761,000 円 （支給割合）

  ６月期  1.400 月分
12 月期  1.550 月分

計　2.950 月分

※加算措置あり

副町長 600,000 円
教育長 567,000 円

報酬
議長 304,000 円

副議長 251,000 円
議員 228,000 円

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 定年 勧奨
勤続 20 年 19.6695 月 26.36550 月 26.36550 月
勤続 25 年 28.0395 月 33.27075 月 33.27075 月
勤続 35 年 39.7575 月 47.70900 月 47.70900 月
最高限度額 47.7090 月 47.70900 月 47.70900 月

特殊勤務
手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和 5 年４月１日現在） 21.3％

支給対象職員一人当たり平均支給年額
（令和 4 年度普通会計決算） 19,450 円

手当の種類 税務手当、徴収手当、地籍調査手当
水道業務手当、保育園勤務手当

通勤手当 片道 2㎞以上の職員
１㎞× 500 円× 2（最高限度額 25,000 円）

扶養
手当

扶養親族である配偶者 6,500 円

配偶者以外の扶養親族 10,000 円
（子）

6,500 円
（父母等）

扶養親族のうち 15 歳～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円

（9）定員の状況（令和 5 年４月１日現在）
　　　区分
部門　　　

令和 4 年
の 職 員 数

令和 5 年
の 職 員 数 増　減

議会 2 2 0
総務 26 28 2
税務 6 5 △ 1

農林水産 20 20 0
商工 2 2 0
土木 8 7 △ 1
民生 14 12 △ 2
衛生 4 4 0
教育 12 11 △ 1
水道 5 5 0
国保 5 6 1
介護 2 3 1

後期高齢 2 1 △ 1
合計 108 106 △ 2

（注）職員数とは、一般職に属する職員数です。
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1
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
44
分

26
秒
（
日
本
標
準
時
）
に
、
情
報
収

集
衛
星
光
学
８
号
機
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
48
号
機
が
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
飛

行
し
、
衛
星
は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
正
常

に
分
離
さ
れ
、
打
ち
上
げ
は
成
功
し

ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
か
ら
１
日
延
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
指
定
の
見
学
場
所

に
は
約
１
４
９
０
人
の
方
が
訪
れ
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
見
守
り
ま

し
た
。
こ
の
日
の
天
気
は
晴
れ
で
、

午
前
中
は
少
し
雲
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
打
上
げ
時
刻
が
近
づ
く
に

つ
れ
だ
ん
だ
ん
と
雲
が
切
れ
て
い
き
、

青
空
に
向
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上

が
る
と
、
会
場
か
ら
も
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
今
回
の
打

ち
上
げ
で
、
成
功
率
が
97
・
92
％
と

な
り
ま
し
た
。
打
ち
上
げ
成
功
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

恵美之江展望公園から撮影恵美之江展望公園から撮影

Ｈ－ⅡＡロケット 48号機打ち上げ成功！Ｈ－ⅡＡロケット 48号機打ち上げ成功！祝

〈長谷公園 〉 〈恵美之江展望公園〉

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

〈宇宙ヶ丘公園〉
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11
月
29
日
（
水
）
に
「
令
和
５
年

度
種
子
島
安
納
い
も
等
品
評
会
」
が

一
般
社
団
法
人
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド

推
進
本
部
生
産
販
売
部
会
主
催
で
開

催
さ
れ
、
島
内
の
安
納
い
も
ブ
ラ
ン

ド
推
進
本
部
生
産
販
売
部
会
員
よ
り
、

箱
部
門
27
点
、
株
部
門
20
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、箱
部
門
６
点
（
品
種：

安
納
紅
５
点
、
安
納
こ
が
ね
１
点
）、

株
部
門
10
点
（
品
種
：
安
納
紅
７
点
、

安
納
こ
が
ね
１
点
、
種
子
島
ゴ
ー
ル

ド
２
点
）
が
出
品
さ
れ
、審
査
の
結
果
、

鮫
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
鮫
島
辰
義

さ
ん
（
島
間
）
が
、
箱
部
門
、
株
部

門
と
も
に
、
金
賞
・
銀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
品
評
会
終
了
後
に
は
種
子

島
安
納
い
も
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
お
披

露
目
お
よ
び
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
今

後
の
種
子
島
安
納
い
も
の
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
発
展
に
向
け
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

「
種
子
島
安
納
い
も
等
品
評
会
」
が
開
催

12/21　町長へ報告 11/29　品評会の様子

種子島安納いも
ロゴデザイン

　

町
で
は
、
令
和
６
年
４
月
以
降
に

予
定
さ
れ
て
い
る
各
種
健(

検)

診

の
実
施
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
方
へ
、

令
和
６
年
度
各
種
健(

検)

診
の
申
込

み
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
申
込
書
と
一
緒
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
に
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

　

封
筒
で
返
信

・
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
回
答

　
（
通
信
料
は
各
自
負
担
）

◆
締
切
日

　

２
月
29
日(

木)

　

※
期
限
厳
守

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課
健
康
増
進
係
・

　
保
険
給
付
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

令
和
６
年
度

各
種
健
（
検
）
診
の
申

込
み
に
つ
い
て

　

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
と
オ
ク
ラ
を

中
心
に
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る 

四

元
信
浩
さ
ん
、
奈
々
さ
ん
ご
夫
妻
（
上

中
）
が
、
12
月
21
日
（
木
）
に
家
族

経
営
協
定
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
取

り
組
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
経
営

の
方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割

や
就
業
条
件
・
就
業
環
境
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
決

め
、
明
る
く
楽
し
い
農
業
経
営
を
目

指
し
て
実
行
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
協
定
を
機
に
、
益
々
魅
力
的

な
家
族
経
営
と
な
る
よ
う
、
ご
夫
婦

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
族
経
営
協
定　

調
印
式



　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
退
任
に
あ

た
り
、
南
種
子
町
の
皆
さ
ま
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
の
町
で
３
年
間
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
過
ご
せ
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

南
種
子
町
の
自
然
や
歴
史
、
そ
し
て
温

か
い
人
々
に
囲
ま
れ
て
、
毎
日
が
新
た

な
発
見
と
学
び
の
連
続
で
し
た
。
地
域

の
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
情
報
発

信
隊
員
と
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
共

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
お
会
い

し
、
喜
び
悲
し
み
を
共
有
で
き
た
こ
と

は
私
の
人
生
の
か
け
が
え
の
な
い
１

ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

や
協
力
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
は
成
長
し
、

地
域
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
南
種
子
町
の
発
展
と
繁

栄
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
３
年

間
の
任
期
は
短
い
よ
う
で
し
た
が
、

そ
の
中
で
得
た
経
験
や
思
い
出
は
一

生
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
魅
力
や
地
域
へ
の
愛
情
を
胸

に
刻
み
つ
つ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
精

神
を
大
切
に
し
、
南
種
子
町
と
の
繋

が
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
南
種
子
町
の
皆
さ
ん
と
、

ま
た
い
つ
か
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

義
彦

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画
大
賞
で
入
賞
！

　

県
内
の
各
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史･
文
化
・
観
光
・
名
所
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、「
ふ
る
さ
と
自
慢
Ｃ
Ｍ
」

を
制
作
す
る
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
・
動
画
大
賞
２
０
２
３
が
開
催
さ

れ
、
本
町
の
作
品
が
Ｃ
Ｍ
部
門
で
「
演

技
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一
昨
年

の
「
鹿
児
島
県
町
村
会
会
長
賞
」、
昨

年
の
「
審
査
委
員
奨
励
賞
」
に
続
き
、

３
年
連
続
入
賞
を
果
た
す
と
い
う
快

挙
で
す
。

　

Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
た
の
は
、
昨
年
11

月
を
も
っ
て
退
任
し
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
大
谷
義
彦
さ
ん
で
、「
つ
な

い
で
い
く
町
」
と
題
し
た
30
秒
の
Ｃ
Ｍ

は
、
古
く
か
ら
あ
る
大
切
な
も
の
を

「
つ
な
い
で
い
く
」
と
い
う
の
を
テ
ー

マ
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
撮
影
に
は
、
町

民
の
方
に
も
多
数
ご
協
力
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
Ｃ
Ｍ
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放

送
で
計
30
回
放
送
さ
れ
る
予
定
で
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
役
場
総
務
課
前

の
テ
レ
ビ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「つないでいく町」
南種子町

YouTubeYouTube
種子島種子島
みなみたねみなみたね
チャンネルチャンネル

12/6　鹿児島市で行われた
  審査会の様子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
退
任
に
あ
た
っ
て

〈11/30　退任式にて〉
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　◆
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ

◆
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ

　
　
　

＆
介
護
者
交
流
会
◆

　
　
　

＆
介
護
者
交
流
会
◆

　
12
月
の
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
は
、
音

楽
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

ウ
ク
レ
レ
・
和
太
鼓
・
三
線
・
日
本

舞
踊
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
員
で
歌
っ
た
り
、
身

体
を
動
か
し
た
り
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
介
護
者
交
流
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
初
参
加

の
方
も
お
り
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
が
で
き

ま
し
た
。「
毛
糸
を
使
っ
た
簡
単
な

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」を
作
り
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５介護者交流会〈クリスマス製作〉 さんだんカフェ〈音楽会〉

　

本
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、

基
準
に
基
づ
き
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

貸
与
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
月
額

・
大
学
な
ど　
月
額
４
万
円

・
高
校　
　
　
月
額
３
万
円

（
自
宅
か
ら
の
通
学
は
１
万
５
千
円
）

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
町
内
で
就
労
し
よ
う

と
す
る
者　
月
額
８
万
円

◆
貸
与
期
間

　
在
学
す
る
学
校
正
規
の
修
業
期
間

◆
貸
与
の
対
象
と
な
る
者

○
大
学
な
ど
や
高
校
に
在
学
す
る
者

　
町
内
に
居
住
す
る
者
が
扶
養
す
る
子

○
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
南
種
子
町
で
就
労
し

よ
う
と
す
る
者

町
内
に
居
住
す
る
者
お
よ
び
そ
の

扶
養
す
る
子

◆
償
還
免
除
と
な
る
者

　

次
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
該
当

す
る
期
間
分
の
償
還
を
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
農
業
に
関
す
る
大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
町
内
の
農
業
の
職
に
就
労
し

た
者

・
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

臨
床
工
学
技
士
・
臨
床
検
査
技
師
・

診
療
放
射
線
技
師
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
専

門
的
資
格
を
取
得
し
、
か
つ
、
町

内
で
そ
の
資
格
が
必
要
な
職
に
就

労
し
た
者
。

◆
申
請
書
提
出
期
限

　
３
月
29
日
（
金
）

◆
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
教
育
委
員
会
管
理
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

【
償
還
免
除
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
】

町
奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
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宇宙のまち話題

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与する
ため、敬老金を支給しています。
　12 月 24 日に満 100 歳の誕生日を迎えられた羽生
ヱミさん（上中）へ、12 月 23 日（土）ご家族が同席
する中、小園裕康町長から敬老金が手渡されました。
長寿の秘訣は、きちんと食べることとよく話すことだ
という羽生さん。家族との会話を楽しみながら元気に
ご自宅で過ごされています。これからも、ますますお
元気で長生きされることを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給

　本町出身で愛知県在住の河野留紀さんから、あお
ぞら保育園の子ども達にクリスマスプレゼントが届
きました。河野さんからのクリスマスプレゼントは、
平成７年から継続して贈られており、今回で５９回
目です。クリスマス会でサンタさんからプレゼント
を手渡された子ども達は満面の笑顔で喜んでいまし
た。また、卒園児である原茉花さんと越野ひすいさ
ん（種子島中央高２年）がバレエを披露してくださ
り、初めて見るバレエに目を輝かせていました。

楽しかったクリスマス会楽しかったクリスマス会
　河内温泉センターで行われている水泳教室「スイミ
ングスクールぐるんと」のみなさんが、いつもお世話
になっている温泉施設に、自分たちのできることでお
返しをしようと、12 月 24 日（日）河内温泉センター
周辺の清掃活動を行いました。教室に通っている親子
67 人が参加し、空き缶やペットボトル、鉄くずなど、
ごみ袋３袋分のごみを回収しました。施設周辺もきれ
いになり、利用する方も気持ち良く利用できます。
　ぐるんとのみなさん、ありがとうございました！

河内温泉センター周辺の清掃活動河内温泉センター周辺の清掃活動

　種子島島内の郵便局長で組織する郵便局長会種
子島部会から、新型コロナウィルスやインフルエ
ンザなどの感染拡大防止に役立ててほしいと手指
消毒液の寄贈がありました。
　12 月 19 日（火）、牧瀬嘉彦部会長（増田郵便局
長）ら関係の皆さまが、町教育委員会へ手指消毒
液を届けてくださいました。本町では今後も児童
生徒の感染防止に努めてまいります。
　貴重な寄贈ありがとうございました。

町内小・中学校へ手指消毒液を寄贈町内小・中学校へ手指消毒液を寄贈
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Photo News
Photo News

　12 月 22 日（金）～ 24 日（日）の 3 日間、愛知県飛島村の飛島村児童交流団（小学生 10 人、随行者 5 人）
が、また 1 月 10 日（水）～ 12 日（金）の３日間、秋田県大館市の大館市児童交流団（小学生 15 人、随行者 4 人）
が本町を訪れました。交流団の皆さんは、観光地見学などを通して、本町の文化や
豊かな自然に触れ、自分たちの町とは違う環境を楽しみながら学びを深めていまし
た。今後も教育文化をはじめとした、多面的な友好都市交流を行っていきます。

友好交流宣言都市の児童交流団来町（愛知県飛島村・秋田県大館市）友好交流宣言都市の児童交流団来町（愛知県飛島村・秋田県大館市）

　1 月 7 日（日）、鹿児島市の白波スタジアムにて、第
61 回南日本長距離走大会が開催され、ＴＴＣ所属のメ
ンバー６人が参加しました。日頃の練習の成果を十分
に発揮し、最後まで力走しました。
　今後ますますの活躍を期待します。

【主な結果】
女子中学１年 2000 ｍ　
　　優勝：小脇　あかりさん（写真左）6 分 39 秒 93
　　４位：日髙　希咲さん  　（写真右）6 分 54 秒 10

第 61 回南日本長距離走大会第 61 回南日本長距離走大会

①① ②②

③③ ④④

⑤⑤ ⑥⑥

①～③愛知県飛島村児童交流団　④～⑥秋田県大館市児童交流団

YouTube
南種子町役場
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InformationInformation
県
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
者
を
募
集
し

ま
す

◆
物
件　

　
古
園
団
地
（
西
之
表
市
）

　
深
渡
瀬
団
地（
西
之
表
市
）

　
伏
之
前
団
地（
中
種
子
町
）

　

コ
ス
モ
タ
ウ
ン
南
種
子

　
団
地
（
南
種
子
町
）

◆
受
付
期
間

　
２
月
１
日(

木)

～
29
日

　
（
木
）
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

※
熊
毛
支
庁
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
を
提
出

◆
抽
選
日
時
・
抽
選
場
所

　
３
月
７
日(

木)

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

熊
毛
支
庁
３
階
第
１
会

　
議
室
に
て

◎
問
＝
熊
毛
支
庁
建
設
部
建

設
課
用
地
管
理
係
☎
㉒
１
１

３
６

無
料
法
律
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
附

属
司
法
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
が
、
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
な
ど
の
実
習
を
兼

ね
て
実
施
さ
れ
る
こ
の
相

談
会
は
、
弁
護
士
の
ほ
か

教
員
・
学
生
が
同
席
し
ま

す
が
、
回
答
は
担
当
弁
護

士
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
、

守
秘
義
務
も
守
ら
れ
ま
す
。

　

１
日
５
件
の
予
約
制
で

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
て
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
17
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◎
問
＝
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

附
属
司
法
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
８
５
）
７
５
６
９

☎
０
９
９
（
２
８
５
）
３
９
０
５

担
当
：
小
塩
・
徳
重

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
ま
す

　

不
動
産
の
相
続
登
記
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
任
意
で
し
た
が
、
相

続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
所
有
者
が
わ

か
ら
ず
公
共
事
業
や
復
旧
・

復
興
事
業
の
妨
げ
と
な
っ

た
り
、
管
理
が
さ
れ
ず
に
放

置
さ
れ
隣
接
地
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
、
相
続
人

は
そ
の
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
相
続
登
記
の

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
ま

た
は
お
近
く
の
法
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

不
動
産
登
記
部
門
☎
０
９
９

（
２
１
９
）２
１
０
０（
代
表
）

～
副
業
・
投
資
の
ト
ラ
ブ
ル
～

も
う
け
話
、

　
　
　
ま
ず
は
疑
っ
て
！

　
副
業
や
投
資
と
い
っ
た
も

う
け
話
の
消
費
者
被
害
が
依

然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

消
費
者
金
融
か
ら
借
金
を
し

て
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
消
費
生
活
相
談
窓
口

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

○
南
種
子
町
消
費
生
活
相
談
窓

口
（
役
場
企
画
課
内
）
☎
㉖

１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

○
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９

猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
に
つ
い
て

　

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼

養
推
進
月
間
」
で
す
。
飼

い
猫
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

◆
飼
い
猫
は
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
を
、
交
通
事
故

や
猫
同
士
の
ケ
ン
カ
、
感

染
症
な
ど
か
ら
守
っ
て
あ

げ
る
た
め
に
も
、
室
内
飼

育
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

外
に
出
し
て
し
ま
う
と
、
フ

ン
尿
や
鳴
き
声
な
ど
、
周
り

に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う

法務省ホームページ
QR コード

県ホームページ
QR コード

〈消費者庁イラスト集より〉
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情報ひろば
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の

方
へ
配
慮
し
て
飼
う
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
繁
殖
制
限
を
し
ま
し
ょ
う

　

１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
子

猫
が
生
ま
れ
、
１
年
後
に
は

合
計
で
20
匹
以
上
に
増
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に

不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と

で
、
病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ

ス
の
軽
減
、
マ
ー
キ
ン
グ
行

為
の
減
少
に
繋
が
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
迷
子
札
な
ど
の
所
有
者

明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら

の
脱
走
や
突
然
の
災
害
で

行
方
不
明
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
名
前
や
連

絡
先
を
書
い
た
迷
子
札
を

首
輪
に
付
け
る
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
な
ど

実
施
し
、
迷
子
に
な
っ
て
も

飼
い
主
の
元
に
戻
れ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
良
猫
や
地
域

猫
と
い
っ
た
飼
い
猫
以
外
の

猫
の
飼
養
に
つ
い
て
も
、
不

妊
去
勢
手
術
を
す
る
、
残
し

た
餌
は
片
付
け
る
、
猫
用
の

ト
イ
レ
を
置
く
な
ど
を
心
掛

け
、
周
り
の
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所

☎
㉒
０
０
３
２

予
備
自
衛
官
補
制
度
の

お
知
ら
せ

　

予
備
自
衛
官
補
制
度
と

は
、
一
般
社
会
人
や
学
生

の
方
を
予
備
自
衛
官
補
と

し
て
採
用
し
、
教
育
訓
練

終
了
後
、
予
備
自
衛
官
と

し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

◆
応
募
資
格

一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
　
　
の
者

技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
資

　
　
　
格
な
ど
を
有
す
る
者

（
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
年

齢
上
限
は
53
歳
未
満
～
55
歳

未
満
）

◆
受
付
期
間

　
１
月
22
日
（
月
）
～

　
４
月
11
日
（
木
）

◆
試
験
期
日

　
４
月
６
日
（
土
）
～

　
４
月
21
日
（
日
）

　
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

◆
合
格
発
表

　
５
月
29
日
（
水
）

◆
任
用
期
間

　
１
任
期
：
３
年

　
（
継
続
任
用
が
可
能
）

※
上
限
年
齢
：
最
高
継
続
任

　
用
は
、
61
歳
未
満

◆
身
分
に
つ
い
て

　
非
常
勤
の
自
衛
隊
員
（
非
常

　
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員
）

◆
そ
の
他

　
教
育
訓
練
招
集
命
令
に
よ

り
招
集
さ
れ
た
場
合
は
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
員
事

務
所（
種
子
島
合
同
庁
舎
内
）

☎
㉓
０
２
９
９

★
本
町
出
身
隊
員
紹
介
★

大
田
（
旧
姓
：
中
脇
）
聡
美
さ

ん
（
上
中
出
身
）
１
等
陸
尉

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
後

方
支
援
隊
で
、
幹
部
自
衛

官
と
し
て
岩
手
県
で
の
部

隊
の
運
用
全
般
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

〈
本
人
コ
メ
ン
ト
）

「
た
く
さ
ん
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
、
楽
し
く
勤
務
し
て
い

ま
す
。
自
衛
隊
生
活
31
年
、

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
！
」

看
護
職
員
の
皆
さ
ま

離
職
の
際
は
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
を
！

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
の
免
許

を
お
持
ち
の
方
が
、
看
護

職
を
離
れ
る
際
に
は
、
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
を
す
る
と
、
本
人

の
意
向
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
す
ぐ
に
就
職
し
た
い
方

→
医
療
機
関
の
最
新
の
求

人
情
報
を
提
供
し
ま
す

◆
子
育
て
中
で
復
職
を
考

え
て
い
る
方

→
復
職
に
必
要
な
医
療
、

看
護
の
知
識
や
技
術
な
ど

を
学
ぶ
「
復
職
支
援
研
修
」

の
案
内
な
ど

◆
届
出
方
法

　
届
出
は
「
と
ど
け
る
ん
」

か
ら
。（
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ

ン
で
簡
単
に
で
き
ま
す
）

◎
問
＝
鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
９（
２
５
６
）

８
０
２
５
／
県
庁
医
師
・
看
護

人
材
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
７
３
６

とどけるん
QR コード



平山平山小学校小学校

　
年
の
暮
れ
、
12
月
17
日(

日)

に
平
山
地
区
老
人
会
の
方
を
講
師

と
し
て
、「
し
め
縄
づ
く
り
体
験
（
家
庭
教
育
学
級
）」
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
縄
を
編
む
子
ど
も
や
悪
戦
苦
闘
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
が
、そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
が
正
門
に
立
派
な
門
松
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
が
明
け
、１
月
13
日(

土)

に
は
、３
年
生
か
ら
６
年
生
の
「
書

初
め
」
の
授
業
に
お
い
て
、
坂
口
孝
子
さ
ん(

学
校
応
援
団)

が
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
も
と
に
基
本
線
の
練
習
に
取
り
組
み
、「
曲
が
り
が
上
手
に

な
り
ま
し
た
。」
な
ど
、
練
習
が
技
能
の
上
達
に
つ
な
が
る
こ
と
を

体
験
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
行
事 

　
　
～
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
文
化
を
つ
な
ぐ
～

　
12
月
15
日
（
金
）
に
、
老
人
会
の
皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

と
し
て
、
１
～
３
年
生
は
「
昔
遊
び
」、
４
～
６
年
生
は
「
し
め

縄
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
昔
遊
び
」
で
は
お
手
玉
、
あ
や
と
り
な
ど
を
と
も
に
楽
し
み
、

最
後
は
種
子
島
弁
で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
し
め
縄
づ
く
り
」
で
は
、
初
め
な
か
な
か
う
ま
く
縄
を
結

え
な
か
っ
た
子
た
ち
も
老
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
で
徐
々
に
慣

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

用
の
し
め
縄
も
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
年
末
に
校
門
に
飾
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う

声
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茎南茎南小学校小学校

老
人
会
の
皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
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12
月
８
日
（
金
）、
学
校
評
議
員
と
民
生
委
員
の

皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、交
流
給
食
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
顔
や
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
住
ん
で
い
る
集
落
ご
と
に
教
室
に

分
か
れ
、
大
人
の
方
々
と
並
ん
で
座
り
ま
し
た
。
食

べ
始
め
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
が
、
話
を
す
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
打
ち
解

け
て
き
た
よ
う
で
す
。
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
質
問

を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
給
食
時
間
が
終
わ
る
頃
に
は
、
ど
の
教
室
か

ら
も
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
学
校
評
議
員
の
皆
さ
ん
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
西
野
っ
子
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。西野西野小学校小学校

 

給
食
週
間
を
受
け
、
全
校
朝
会
で
本
校
の
栄
養
教
諭

が
給
食
の
歴
史
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
栄
養
教
諭
と
ク
イ
ズ
形
式
の
や
り
と

り
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
食
と
向
き
合
う
姿
勢
が

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
学
校
給
食
は
、
明
治
22
年
山
形
県
鶴
岡
市

の
市
立
忠
愛
小
学
校
で
、
お
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
に
「
お
に
ぎ
り
・
魚
の
塩
焼
き
・

漬
け
物
」
を
出
し
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、「
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ
う
学
校
給
食
」
の
取

組
で
は
、「
赤
米
黒
米
玄
米
ご
は
ん
」
や
「
奄
美
の
鶏

飯
」
な
ど
、
郷
土
料
理
も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は

笑
顔
で
給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中平中平小学校小学校

　
１
月
11
日
（
木
）
に
秋
田
県
大
館
市
よ
り
児

童
交
流
団
の
皆
さ
ま
が
花
峰
小
に
来
校
さ
れ
、

交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
花
峰
小
は
「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」、
大
館
市
は
「
比

内
地
鶏
」
と
、
ど
ち
ら
も
「
鶏
」
と
縁
の
深
い

地
域
で
す
。
イ
ン
ギ
ー
鶏
は
世
界
で
下
中
に
し

か
い
な
い
珍
し
い
鶏
で
あ
る
こ
と
、
比
内
地
鶏

は
脂
肪
が
少
な
く
、
肉
が
お
い
し
い
の
で
秋
田

名
物
き
り
た
ん
ぽ
鍋
の
材
料
と
な
る
こ
と
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
お
互
い
に
発
表
し
あ
い
ま

し
た
。最
後
に
は
、イ
ン
ギ
ー
鶏
を
見
学
し
た
り
、

小
屋
の
外
で
ふ
れ
あ
っ
た
り
と
、
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

花峰花峰小学校小学校
「
鶏
」
の
縁
が
結
ぶ

　
　
花
峰
小
大
館
市
児
童
交
流
会

給
食
週
間
の
取
組

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
　
交
流
給
食
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
予
定

　
２
月
15
日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛

行
実
証
を
目
的
と
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

試
験
機
２
号
機
を
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち

上
げ
予
定
で
す
。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
　
２
月
15
日
（
木
）

　
　
９
時
22
分
55
秒
～
13
時
６
分
34
秒

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
　
２
月
16
日（
金
）～
３
月
31
日（
日
）

　
昨
年
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
総
力
を
挙
げ

て
打
上
げ
失
敗
の
原
因
究
明
・
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

上
げ
成
功
に
向
け
、
関
係
者
一
同
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

打
上
げ
後
の
白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

打
上
げ
後
の
白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
後
に
白
色
粉
の
降

下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
町
の
防

災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
し
ま
す
。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

　
　
　
　

ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　
　
　
　

ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　

12
月
９
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）、

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
が
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
南
種
子
町
市
街
地
、
浜

田
海
水
浴
場
の
３
会
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
芝
生
広
場
に
お

い
て
、
光
を
使
っ
た
大
規
模
な
４
作
品

の
展
示
ほ
か
、
地
元
飲
食
店
に
よ
る
出

店
や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約

２
１
０
０
人
の
見
学
者
の
方
々
が
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
宇
宙
科
学
技
術
館
の
壁
面
を
使
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
表

現
さ
れ
た
作
品
（
写
真
①
）
で
は
、
作

中
で
流
れ
る
映
像
や
音
楽
に
、
実
際
の

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
時
に
撮
影
・
録
音
さ
れ

た
デ
ー
タ
や
管
制
室
内
の
音
声
が
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
芝
生
広
場
中
央
に
展
示
さ
れ
た
一
辺

が
約
20
ｍ
に
も
及
ぶ
作
品（
写
真
②
）は
、

夜
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を
背
景
に

大
き
な
青
い
光
が
海
の
よ
う
に
広
が
り

訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
期
間
中
12
月
10
（
日
）
に
は
１
日
限

り
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
（
写
真
③
）
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。満
天
の
星
空
の
下
、

幻
想
的
な
光
の
中
で
老
若
男
女
問
わ
ず

大
勢
の
観
客
が
楽
器
の
生
演
奏
を
含
め

た
音
楽
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
宇
宙
科
学
技
術
館
内
で
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト『
Ｇ
Ｔ
８
２
１
５「
世

阿
弥
」
２
０
１
７
』（
写
真
④
）
を
宇

宙
芸
術
祭
終
了
後
も
引
き
続
き
展
示
し

て
い
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
入
口
の

上
部
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
科

学
館
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
解
説
と
と

も
に
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 1 月８日現在）

写真① ‹SINGULARITY›
‹ シンギュラリティ ›

製作：Yusuke Murakami

写真② ‹Aftereal›
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
に

つ
い
て

つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

医
事
課　
細
山　
み
さ
き

　

み
な
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
２
０
２
４
年
の
秋

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
が
一
体
化
し
新
規
の
健
康
保
険
証
は
発

行
さ
れ
な
く
な
る
方
針
で
す
。
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
に
、
今
ま
で
は
健
康
保
険

証
を
受
付
に
提
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
資

格
確
認
を
行
い
情
報
取
得
に
同
意
さ
れ
る

と
、
自
身
の
お
薬
の
履
歴
や
過
去
の
特
定

健
診
の
情
報
な
ど
を
医
師
な
ど
が
確
認
で

き
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
診
断
や
重
複

す
る
投
薬
を
回
避
し
た
適
切
な
処
方
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
は
窓
口
で
の
支
払
が
高
額

に
な
る
場
合
に
、
自
己
負
担
限
度
額
認
定
証

を
申
請
後
、
医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
同

意
を
す
る
と
手
続
き
が
不
要
と
な
り
限
度
額

を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
持
参
し
た
が
情
報

取
得
に
同
意
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
初

診
時
の
窓
口
負
担
金
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制

　
充
実
加
算
（
初
診
時
）

　
　
【
同
意
な
し
】　
４
点

　
　
【
同
意
あ
り
】　
２
点

※
１
点
は
10
円
で
総
診
療
点
数
に
よ
り
負

担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
に
は
、
健
康
保
険
証
利
用
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
事
前
に
行
っ
て
お
く

と
受
付
が
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
正
確
な
情
報
を
取
得
・
活
用
す
る
た
め
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【２月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 鹿大派遣医師 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

内科
藤原
廣川

德永
（野田）

德永
廣川

（野田）

藤原
廣川

（野田）

德永

（野田）

藤原ペイン外来
眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 5 日～ 6 日

19 日～20 日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
○毎週

整形医師
中島

1日・15 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

德永
（循環器・発達・その他）

内科
藤原　廣川 鹿大派遣医師 藤原　廣川 藤原　廣川

廣川
（野田） 廣川　（野田） （野田） （野田）

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 5 日～ 6 日

19 日～20 日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
中島

1日・15 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：5 日（月）午後～ 9 日（金）午前、19 日（月）午後～22 日（金）午前
※ 2 月 4 日（日）は当番医　、2 月 1 日（木）耳鼻咽喉科休診　
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

門
松
づ
く
り

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
語
り
部

の
会
で
は
、今
年
も
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
門
松
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

広
田
集
落
に
伝
わ
る
門
松
で
、
ク
ロ

バ
ー
や
シ
イ
、
竹
、
松
、
ウ
ラ
ジ
ロ

な
ど
で
形
を
作
っ
て
い
き
、
し
め
縄

に
ユ
ズ
リ
ハ
と
ダ
イ
ダ
イ
を
加
え
て

飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

語
り
部
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

『
語
り
部
が
選
ん
だ
郷
土
館
の
逸
品
』

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
お
正
月
」
に
関
連
し
た

展
示
で
す
。
昔
な
が
ら
の
関
連
資
料

に
、「
幼
い
頃
の
遠
い
記
憶
を
思
い
出

し
、
温
か
い
気
分
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
思
い
を
込
め
て
選
び
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期　

間

　
１
月
４
日（
木
）～
３
月
31
日（
日
）

銀
色
功
労
賞
の
表
彰

　

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
支
部
よ

り
、
姫
内
建
設
様
、
岩
坪
土
木
様
の

両
社
が
銀
色
功
労
賞
の
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
銀
色
功
労
賞
と
は
、

「
永
年
に
わ
た
り
奉
仕
活
動
に
従
事

し
た
者
、
拠
出
者
、
寄
付
者
な
ど
を

対
象
に
記
念
章
を
授
与
す
る
」
も
の

で
あ
り
、
今
回
、
両
社
の
寄
付
額
の

累
計
が
銀
色
功
労
賞
を
授
与
す
る
額

に
達
し
た
た
め
、
12
月
27
日
、
28
日

の
両
日
に
、
楯
、
記
念
品
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
る
多
額
の

寄
付
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
12
月
８
日
に
は
町

内
に
お
い
て
大
口
募
金
を
募
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
付
額
や
大
口

募
金
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３

月
１
日
発
行
の
社
協
だ
よ
り
に
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
就
職
出
張
巡
回
相
談

　
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
一
般
の
方
々
な
ど
へ
福
祉
施

設
を
紹
介
し
、
施
設
な
ど
に
お
け
る

人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

連
携
の
も
と
、
出
張
巡
回
相
談
会
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
が
し

た
い
、
興
味
が
あ
る
、
各
種
資
格
の

取
得
方
法
を
知
り
た
い
、
な
ど
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
制
）
個
別

面
談
方
式
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
７
日
（
木
）

　
　
　

   

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

◆
申
し
込
み

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛 

☎
㉒
１
３
１
８

・県
社
会
福
祉
協
議
会〈
担
当：平
嶺
〉

　
☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈お正月にまつわる道具たち〉

語
り
部
が
選
ん
だ

　
　
　
　
　
逸
品
コ
ー
ナ
ー

〈今年も素敵な門松ができました〉
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年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ま
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬

頃
よ
り
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
、
順
次
発
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
書
類
は
、
昨
年

１
年
間
に
受
け
取
っ
た
年
金
収

入
の
総
額
や
、
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
た
介
護
保
険
料
な
ど
の
総

額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
り
、

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
書
類

と
な
り
ま
す
。
申
告
時
に
は
忘

れ
ず
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
ネ
ッ
ト
上

で
の
確
定
申
告
等
に
簡
単
に
利
用

で
き
る
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
、
源

泉
徴
収
票
の
電
子
送
付
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
電
子
送
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の

利
用
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
◆

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
に
つ
い
て
の
移
動
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す
。
年
金
の
請
求
や

将
来
の
受
給
額
、
記
録
の
確
認
や

修
正
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
全
て

の
こ
と
に
つ
い
て
、
専
門
職
員
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
必
要
書
類
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

　

２
月
６
日
（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

　

大
会
議
室
に
て

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

貸
出
停
止
の
お
し
ら
せ

貸
出
停
止
の
お
し
ら
せ

　
当
館
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
県

立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
の
図
書
は
、
３

月
中
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
へ
返
送
し

ま
す
。

　

図
書
の
点
検
や
梱
包
作
業
を
行
う
た

め
、
該
当
す
る
本
の
貸
出
は
２
月
29
日

（
木
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
お
は
な
し
の
時
間
フ
ェ
ス
テ
ィ

「
お
は
な
し
の
時
間
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
お
知
ら
せ

バ
ル
」
の
お
知
ら
せ

◆
日
時　
２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

　

南
種
子
町
で
活
動
し
て
い
る
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し
子

ど
も
会
」
に
よ
る
お
は
な
し
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、「
お
は
な
し
の
時
間
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
体
遊
び
、
人
形
劇
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

み
ん
な
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
来
場

い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
♪

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ

い
て
い
て
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わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

古
ふるいち

市　学
がく

くん
令和元年 10 月 22 日生まれ
英機さん・美穂さんの男の子（上中）

車が大大大好き。お花も好き。元気いっぱい、
やんちゃながくです。弟も生まれて、お兄ちゃ
ん業もがんばってます。これからもたくさん遊
んで、おおきくなってね！やさしいがくがお父
ちゃんもお母ちゃんもなぎもだいすきだよー！

ご家族からひとこと

河
か わ の

野　希
き ほ

帆ちゃん
令和元年 10 月 30 日生まれ
良平さん・　さんの女の子（上中）

歌とダンスが大好き。キラキラ、プリンセス大
好き。やんちゃでお調子者のきほ。
1 度会ったらみんな友達、周りのみんなを笑顔
にできるきほ。
これからも笑顔いっぱいで大きくなってね！



25　広報みなみたね　2024 年 2 月号

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

岩
元　

ユ
イ
子　
（
夫
・
一
男
）

立
石　

眞
佐
巳　
（
叔
父
・
義
光
）

（
氏
名
） 　

             

（
保
護
者
） 　

        

（
地
区
）  

中な
か
み
ね峰　

莉り
お
ん音　
　
（
啓
介
・
葉
月
）　　

上
中

三み
や
ま山　

颯そ
う
た汰　
　
（
雄
基
・
次
子
）　　

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　12月31日現在
総人口（ 人 ） 5,287（＋ 5）

男（ 人 ） 2,650（＋ 2）
女（ 人 ） 2,637（＋ 3）

世帯数（ 戸 ） 2,888（＋ 2）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

12 月 0 件 35 件
累 計 1 件 376 件

※累計は令和 5 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

7 水
登記相談 10：00～15：00　研修センター１階東側会議室 18 日 家庭の日

マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 21 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

14 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

25 日

インギー鶏品評会 11：30～　町福祉センター前

15 木 H3ロケット試験機2号機打上げ 9：22～13：06　種子島宇宙センター 第40回生涯学習大会 12：30～　町福祉センター

17 土 青少年育成の日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係

18 日 おはなしの時間フェスティバル 13：00～　中央公民館第一会議室 28 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　1月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
中種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
西之表市 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

計 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

4 公立種子島病院 南種子町 26-1230

11 種子島医療センター 西之表市 22-0960

12 中種子クリニック 中種子町 27-3222

18 百合砂診療所 西之表市 28-3901

23 種子島医療センター 西之表市 22-0960

25 種子島医療センター 西之表市 22-0960

2 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

立
石　

義
光　
　
　

89　
　
　

西
海

臼
元　

ハ
ル　
　
　

101　
　
　

西
之

砂
坂　

誠　
　
　
　

72　
　
　

西
之

濱
田　

ト
シ
子　
　

86　
　
　

西
之

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

4 （有）永松産業　南種子給油所

11 （有）和人組　南種子給油センター

18 種子島石油（株）南種子給油所

25 （有）船川石油店　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

２
月
28
日
（
水
）
は

・
介
護
保
険
料
第
６
期

２
月
29
日
（
木
）
は

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

                     　
　

  

第
６
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
ね

み
な
み
た
ね

広
報
広
報
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正
月
７
日
に
各
集
落
で
行
わ
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
青
壮
年
が
集
落
の

家
々
を
訪
ね
、
家
の
門
口
か
ら
福
を
招

く
祭
文
（
さ
い
も
ん
）
と
呼
ば
れ
る
祝

い
歌
を
唄
い
、
一
年
の
安
泰
や
豊
年
な

ど
を
祈
り
ま
す
。

福
祭
文
（
く
さ
い
も
ん
）

町
内
の
正
月
行
事

1/14　大宇都集落の蚕舞

蚕
舞
（
か
ー
ご
ま
ー
）

島　間　川
作詞：岩郷 　栄治
作曲：のぼり 浩一

二人で生きた種子島
一生一度好きだから
夫婦になって令和まで
幸福旅を島間川

永遠の縁を大切に
懐かしい島で蝉時雨
ひとりよがりの洞窟で
生まれ育った島間川

夢で逢えると日本海
生きてゆくのが辛い日は
地道に歩き裏通り
せめて今夜は島間川

二人で生きた種子島
一生一度好きだから
夫婦になって令和まで
幸福旅を島間川

永遠の縁を大切に
懐かしい島で蝉時雨
ひとりよがりの洞窟で
生まれ育った島間川

夢で逢えると日本海
生きてゆくのが辛い日は
地道に歩き裏通り
せめて今夜は島間川

「島間川」はYouTubeでもお聞きいただけます
歌唱は作曲の「のぼり浩一」さん
ぜひご視聴ください‼

JOY SOUNDでも好評配信中です‼
ぜひ歌ってみてください

　　　　　　　　　岩郷　栄治（岩元　節郎）

「島間川」はYouTubeでもお聞きいただけます
歌唱は作曲の「のぼり浩一」さん
ぜひご視聴ください‼

JOY SOUNDでも好評配信中です‼
ぜひ歌ってみてください

　　　　　　　　　岩郷　栄治（岩元　節郎）

　

小
正
月
の
15
日
に
、
団だ

ご

さ

し

子
刺
し
（
紅

白
の
餅
を
木
の
枝
に
刺
し
た
も
の
）
を

持
っ
て
、
女
装
を
し
た
男
性
が
太
鼓
と

歌
に
合
わ
せ
て
、
家
の
座
敷
で
踊
り
ま

す
。
元
は
養
蚕
の
繁
栄
を
願
う
行
事
で

し
た
が
、
今
で
は
農
作
物
の
豊
作
や
家

の
繁
栄
を
願
う
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1/7　小田集落にて

毎年２月と８月は
「北方領土返還運

動全国強化月間」
　北海道の北東洋上に連な
る歯舞（はぼまい）群島、
色丹（しこたん）島、国後（く
なしり）島、択捉（えとろふ）
島からなる「北方領土」は、
我が国固有の領土です。
　北方領土問題に対する国
民の関心と理解をさらに深
め、北方領土返還要求運動
の全国的な盛り上がりを図
るため、政府は２月７日を

「北方領土の日」と設定し
ています。

【政府広報オンライン】
～考えよう　北方領土～
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